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議題（４）「いっちゃんバス」の見直しについて             
１．「いっちゃんバス」概要 
西尾市地域公共交通計画に基づき、一色地区住民が主体となって平成２９年１０月

から運行開始した一色地区内を循環するコミュニティバス。 

【運行目的】  
①交通不便地域の解消   ②地域内での交流促進  ③広域的路線への接続 

２．利用状況 
・年間利用者数 目標値：１８，０００人（1便平均 5人） 

利用実績： １，７５６人（H29年度 6ヶ月間 1便平均 1人 ） 

      ２，８５７人（H30年度     1便平均 0.8人） 

 

３．見直しの経過 
・平成 30 年度から高齢者支援団体を検討メンバーに加え、見直し案について毎月

協議を実施。 

・他市事例視察や高齢者へのアンケート調査等をもとに見直しの方向性を決定。 

・運行事業者等の協力により、運行ルートの試走を実施し見直し案を決定。  
４．見直しの方向性 
◯パターンダイヤの変更・車両の小型化により、より細かく各地域をカバーする。 

◯アンケート結果をもとに、地区内の商業施設を中心に目的地を新設する。  
５．見直しルート案 
・別紙のとおり    
６．運行車両 ※原則バリアフリー基準適用車両 
・現状の小型バス（36人乗り）からジャンボタクシー（10人乗り）に変更する。 

  （乗りこぼしについては、予備車またはタクシー振替輸送での対応を予定） 

 

７．今後のスケジュール 
・令和元年９月１１日  法定協議会での承認（大枠の運行ルート） 

・令和元年９月～１０月 プロポーザルによる運行事業者の選定 

            一色地区公共交通協議会への報告・協議 

・令和元年１１月    法定協議会での承認（運行ルート、ダイヤ等の最終案） 

・令和元年１２月末   運行事業者から愛知運輸支局への申請 

・令和２年１月～３月  一色地区公共交通協議会と連携した周知活動 

・令和２年４月１日   運行開始 


